
普及活動情勢報告（令和７年４月分）
  　　                                    　　　　幡多農業振興センター農業改良普及課

	データ駆動で宿毛文旦を盛り上げよう！　　～すくも文旦育成会総会～
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	３月19日、宿毛市役所会議室で、すくも文旦育成会の総会が開催され、生産者15名、関係機関１名が参加しました。
　農業改良普及課からは、整枝・剪定、今後の栽培管理、日焼け果防止対策、環境データ測定装置を活用した実証試験（かん水試験等）やデータ活用のメリットについて情報提供しました。
生産者からは、「夏期のかん水で大玉果になるがやね」、「梅雨明け後の気温データで対策のポイントがわかった！」、「生産者同士で園の情報交換ができた」といった声がありました。
今後は、栽培技術の向上や環境測定データの活用による「見える化」を行い、データ共有のグループに情報提供をしていきます。


	施設キュウリ若手現地検討会を開催　　～黒潮町・四万十市の若手農家が参集～

	[image: image2.jpg]



	３月21日、黒潮町の促成キュウリほ場で、現地検討会が開催され、生産者18名、関係機関７名が参加しました。
　検討会は、令和６年度に新規就農した生産者２名のほ場で行われ、耕種概要や栽培管理について生産者本人が説明をしました。
　農業改良普及課からは、今作の天候や管内の生育状況、炭酸ガス施用や温度管理等、今後の管理について情報提供しました。
　生産者からは、「通路の乾き具合は」、「１日のかん水量はどれ位か」などの質問が出され、摘葉や摘果の仕方について生産者同士で意見交換が行われました。また、「この会を継続して欲しい」との声も聞かれました。
今後も、JAと協力して開催の支援を行っていきます。


	地域のみんなで佐賀の農地を守ろう!!　　～佐賀地域広域連携協議会を設立～
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	３月24日、黒潮町佐賀地域の２法人、１集落営農組織、３集落協定が連携した「佐賀地域広域連携協議会」の設立総会が開催されました。
協議会では、地域の農地の維持を図るため、関係機関と協力して、農業機械の共同利用や農作業受委託に取り組む計画を立てました。
設立発起人からは、「佐賀地域のために皆が一丸となって活動していきましょう」との発言があり、協議会の志気を高めました。
今後は、協議会が円滑に活動できるよう、関係機関と連携して事業活用や運営管理等について支援していきます。


	加工原料の安定生産！　　～四万十市西土佐地区葉ワサビ生産者～

	[image: image4.jpg]- N
)
[

< > /
- 4 )
{
| 3
\ P
X





	３月27日、四万十市西土佐地区で、加工用葉ワサビの現地巡回を行い、生産者２名、実需者３名、関係機関２名が参加しました。
農業改良普及課からは、今後の病害虫防除について指導を行い、生産者と共に今後の出荷時期の確認をしました。
生産者からは、「昨年よりも生育が順調」、「茎の伸びがよい」などの声が聞かれました。
加工用葉ワサビの生産者が減少する中、消費者需要は安定しているため、農業改良普及課ではJAと協力して新規栽培者の掘り起こしに取り組んでいきます。


	今年のラッキョウはどうでしょう？　　～ラッキョウ試掘り・販売会議を開催～
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	　４月10日、管内のほ場及びJA高知県大方支所で、ラッキョウの試掘りと販売会議を開催し、黒潮町・四万十市・土佐清水市の生産者７名、関係機関４名が参加しました。
農業改良普及課からは、栽培で問題となっているウイルス対策について情報提供しました。
生産者からは、「被害はどの地域で多いか」、「収量に影響が出やすいか」といった質問があり、対策・情報を共有しました。
今後は、JAと協力してウイルス被害対策の検討と情報提供を行い、産地維持に向けて収量・品質向上に取り組みます。　



